
(57)【要約】

【課題】　特別な加温手段を用いることなく発光素子が

低温になることで発光輝度が低下するのを抑制すること

ができる表示装置の表示方法及び表示装置を提供する。

【解決手段】　周囲の温度によって基板実温度が設定基

板温度以下になる時、表示エリアＨの表示を、背景部分

は黒色の黒表示ベースの第１スピードメータ画像Ｆａか

ら、発熱量の大きい背景部分は白色の白表示ベースの第

２スピードメータ画像Ｆｂに切り替える。そして、各カ

ラー画素の有機ＥＬ素子自身の発熱を第１スピードメー

タ画像Ｆａに比べて増大させて、有機ＥＬ素子自身を加

温するようにしたことにより、別途特別な加熱手段を使

うことなく、有機ＥＬ素子の低温による発光輝度の低下

を事前に防ぐことができる。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 走 査 線 と 複 数 の デ ー タ 線 の 交 差 に 対 応 し て 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た
表 示 エ リ ア を 有 す る 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 各 画 素 の 発 光 素 子 を 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 駆 動 し
前 記 表 示 エ リ ア に 画 像 を 表 示 す る 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 を 検 出 し 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 が 予 め 定 め た 設 定 温 度 以 上 の と き に は 、 第 １ の 画 像 を 前 記 表 示 エ
リ ア に 表 示 し 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 が 前 記 設 定 温 度 未 満 の と き に は 、 前 記 表 示 エ リ ア の 温 度 を 上 昇 さ
せ る こ と の で き る 第 ２ の 画 像 を 前 記 表 示 エ リ ア に 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 表
示 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 表 示 画 像 パ タ ー ン が 同 じ で あ る が 、 前 記 第 ２ の 画
像 は 、 そ の 輝 度 が 前 記 第 １ の 画 像 の 輝 度 に 比 べ て 高 い こ と を 特 徴 と す る 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 表 示 画 像 パ タ ー ン が 同 じ で あ る が 、 白 色 の 表 示 と
黒 色 の 表 示 が 反 転 し て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 前 記 第 １ の 画 像 を 表 示 す る た め に 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像
で あ っ て 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 の 消 費 電 力 は 前 記 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い こ と を
特 徴 と す る 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 の 他 に 、 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ で あ っ て 消 費 電
力 が 前 記 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い メ ッ セ ー ジ 画 像 を 用 意 し 、
　 前 記 表 示 装 置 を 立 ち 上 げ 時 に 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 を 表 示 し た 後 、 前 記 第 １ の 画 像 ま た
は 前 記 第 ２ の 画 像 を 表 示 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が 黒 色 の 黒 色 ベ ー ス の 表 示 画 像 で あ り 、 前 記 第 ２ の 画 像 は
、 背 景 部 分 が 白 色 の 白 色 ベ ー ス の 表 示 画 像 で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 方 法 に お い て 、
　 前 記 表 示 装 置 は 、 車 両 用 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 画 像 は メ ー タ 画 像 で あ る こ と を
特 徴 と す る 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
複 数 の 走 査 線 と 複 数 の デ ー タ 線 の 交 差 に 対 応 し て 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た
表 示 エ リ ア を 有 す る 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 各 画 素 の 発 光 素 子 を 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 駆 動 し
前 記 表 示 エ リ ア に 画 像 を 表 示 す る 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 表 示 エ リ ア に 表 示 さ れ る 第 １ の 画 像 の 第 １ の 画 像 デ ー タ と 、 前 記 第 １ の 画 像 よ り 、
前 記 各 画 素 の 駆 動 に よ っ て 前 記 表 示 パ ネ ル を 温 度 上 昇 さ せ る こ と の で き る 第 ２ の 画 像 の 第
２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 し て 出 力 す る 画 像 生 成 手 段 と 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 と 予 め 設 定 し た 設 定 温 度 と 比 較 す る 比 較 手 段 と 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 が 前 記 設 定 温 度 未 満 の 時 、 前 記 第 １ の 画 像 デ ー タ に 替 え て 前 記 第
２ の 画 像 デ ー タ を 前 記 画 像 生 成 手 段 に て 生 成 さ せ て 出 力 さ せ る 制 御 手 段 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 温 度 検 出 手 段 は 、 前 記 表 示 エ リ ア を 有 す る 表 示 パ ネ ル が 形 成 さ れ る 基 板 の 温 度 を 検
出 す る 基 板 温 度 検 出 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 第 １ の 画 像 デ ー タ の 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ の 第
２ の 画 像 の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 そ の 輝 度 が 前 記 第
１ の 画 像 の 輝 度 に 比 べ て 高 い 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置
。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 第 １ の 画 像 デ ー タ の 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ の 第
２ の 画 像 の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ っ て 、 白 色 の 表 示 と 黒 色 の 表 示 が 反 転 し た 前
記 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 ８ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ の 第 ２ の 画 像 の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 前 記 第
１ の 画 像 を 表 示 す る た め に 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 で あ っ て 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画
像 の 消 費 電 力 は 前 記 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 の 他 に 、 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ で あ っ て 消 費 電
力 が 前 記 第 ２ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い メ ッ セ ー ジ 画 像 の メ ッ セ ー ジ 画 像 デ ー タ を 記 憶
す る 記 憶 手 段 を 備 え 、
　 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 表 示 装 置 を 立 ち 上 げ 時 に 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 デ ー タ を 出 力
し て 予 め 定 め た 基 準 温 度 に な る ま で 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 デ ー タ を 出 力 し た 後 、 前 記 第 １ の
画 像 の 第 １ の 画 像 デ ー タ ま た は 前 記 第 ２ の 画 像 の 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 し 出 力 す る よ う
に し た こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 背 景 部 分 が 黒 色 の 黒 色 ベ ー ス の 第 １ の 画 像 の 第 １ の 画 像 デ ー タ と
、 背 景 部 分 が 白 色 の 白 色 ベ ー ス の 前 記 第 ２ の 画 像 の 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 す る こ と を 特
徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 ８ ～ １ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 表 示 装 置 は 、 車 両 用 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 画 像 は 、 メ ー タ 画 像 で あ っ て 、
前 記 画 像 生 成 手 段 が 前 記 メ ー タ 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 ８ ～ １ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 発 光 素 子 は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 は 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 で あ る こ と を
特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 ８ ～ １ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 表 示 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 方 法 、 表 示 装 置 及 び 電 子 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 等 の 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 搭 載 さ れ る 車 載 用 表 示 装 置 の 一 つ に 、 液 晶
素 子 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 を 備 え た も の が 知 ら れ て い る 。 こ の 種 の 液 晶 表 示 装 置 を 備 え た
イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル は 、 液 晶 表 示 装 置 内 に 速 度 を 表 示 す る ス ピ ー ド メ ー タ や エ ン ジ ン
の 回 転 数 を 表 示 す る タ コ メ ー タ 等 を 画 像 表 示 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 車 両 等 は 、 周 囲 環 境 の 変 化 が 大 き く 、 特 に 、 冬 に 使 用 す る 場 合 は 、 気 温 が ０ ℃
以 下 に ま で 下 が る 場 合 が 多 々 あ る 。 液 晶 パ ネ ル は 、 温 度 が 下 が る と 表 示 の 応 答 速 度 が 遅 く
な り 、 動 画 を 表 示 し た 場 合 、 画 像 が 動 い た 後 に 尾 を 引 く 、 所 謂 、 残 像 が 見 え て し ま う と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 従 来 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 基 板 に 加 熱 プ レ ー ト を 取 り 付 け 、 同 液 晶 表 示 装 置 に 設
け ら れ た 温 度 検 出 素 子 に よ っ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル が 前 記 残 像 が 見 え る 閾 値 温 度 以 下 に な る
と 、 加 熱 プ レ ー ト に 電 流 を 供 給 し て 液 晶 表 示 装 置 の 基 板 を 加 熱 す る 。 こ の 基 板 を 加 熱 さ せ
る こ と で 液 晶 素 子 が 間 接 的 に 加 熱 さ れ 閾 値 温 度 以 下 に な る の を 抑 制 す る よ う に し て い た （
た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ 以 下 、 「 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 」 と い う
） を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 知 ら れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 低 消 費 電 力 、 高 視 野
角 、 高 コ ン ト ラ ス ト の 点 で 液 晶 表 示 装 置 よ り も 優 れ て い る と し て 注 目 さ れ て い る （ た と え
ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ０ １ ０ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ７ ９ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 発 光 輝 度 に 温 度 依 存 性 が あ り 、 液 晶 素 子 と 同 様 に 、 温 度 が 下 が
る と 発 光 輝 度 が 低 下 す る 特 性 を 有 す る 。 従 っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を イ ン ス ト ル メ ン ト パ
ネ ル の 表 示 装 置 に 採 用 し た 場 合 に お い て も 、 発 光 輝 度 が 低 下 す る こ と に よ り 、 視 認 性 が 悪
く な る と い っ た 問 題 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 表 示 装 置 の よ う に 、 加 熱 プ レ ー ト を 設 け る
よ う に す る と 、 装 置 が 複 雑 化 ・ 大 型 化 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 特 別 な 加 温 手 段 を 用 い る こ と な く 発 光
素 子 が 低 温 に な る こ と で 発 光 輝 度 が 低 下 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 表 示 装 置 の 表 示 方
法 及 び 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 表 示 方 法 は 、 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の デ ー タ 線 の 交 差 に 対 応 し て 複 数 の 画 素 が マ
ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 表 示 エ リ ア を 有 す る 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 各 画 素 の 発 光 素 子 を 画 像
デ ー タ に 基 づ い て 駆 動 し 前 記 表 示 エ リ ア に 画 像 を 表 示 す る 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 表 示 パ
ネ ル の 温 度 を 検 出 し 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 が 予 め 定 め た 設 定 温 度 以 上 の と き に は 、 第 １
の 画 像 を 前 記 表 示 エ リ ア に 表 示 し 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 が 前 記 設 定 温 度 未 満 の と き に は
、 前 記 表 示 エ リ ア の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と の で き る 第 ２ の 画 像 を 前 記 表 示 エ リ ア に 表 示 す
る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 周 囲 の 温 度 に よ っ て 画 素 が 予 め 定 め た 温 度 以 下
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に な っ た 時 、 各 画 素 の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 が 低 下 す る 。 こ の 時 、 第 １ の 画 像 か ら 第 ２ の 画
像 に 切 り 替 え て 表 示 エ リ ア に 表 示 す る こ と に よ り 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 発 熱 を 第 １ の
画 像 に 比 べ て 増 大 さ せ て 、 発 光 素 子 自 身 を 加 温 す る 。 従 っ て 、 別 途 特 別 な 加 熱 手 段 を 使 う
こ と な く 発 光 素 子 の 低 温 に よ る 発 光 輝 度 の 低 下 を 事 前 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 表 示 画 像 パ タ
ー ン が 同 じ で あ る が 、 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 そ の 輝 度 が 前 記 第 １ の 画 像 の 輝 度 に 比 べ て 高 く
て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ の 画 像 は 消 費 電 力 が 第 １ の 画 像 よ り 大 き い の で
、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ の 画 像 と 第
２ の 画 像 は 、 輝 度 が 異 な る だ け で そ の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ る 。 従 っ て 、 第 １
の 画 像 か ら 第 ２ の 画 像 に 切 り 替 え て も 常 に 同 じ 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 表 示 画 像 パ タ
ー ン が 同 じ で あ る が 、 白 色 の 表 示 と 黒 色 の 表 示 が 反 転 し て い て も よ い 。
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 第 １ の 画 像 で の 黒 色 の 表 示 を し た 画 素 を 第 ２ の 画 像
で は 白 色 に 表 示 さ せ る よ う に す る こ と で 、 第 ２ の 画 像 の 消 費 電 力 は 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力
に 比 べ て 大 き く な る 。 こ の 結 果 、 第 ２ の 画 像 を 表 示 さ せ る こ と で 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身
の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ の 画 像 と 第 ２ の 画 像 は 、 輝 度 が 異 な
る だ け で そ の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ る 。 従 っ て 、 第 １ の 画 像 か ら 第 ２ の 画 像 に
切 り 替 え て も 常 に 同 じ 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 前 記 第 １ の 画 像 を 表 示 す る た め
に 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 で あ っ て 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 の 消 費 電 力 は 前 記 第 １
の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 は 消 費 電 力 が 第 １ の 画 像 よ り 大 き い
の で 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 メ ッ セ ー ジ
画 像 は 、 表 示 画 像 パ タ ー ン が 第 １ の 画 像 を 表 示 す る た め に 準 備 待 機 中 を 示 す 表 示 な の で 、
第 １ の 画 像 が 表 示 さ れ な い 理 由 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 の 他 に 、 準 備 待 機
中 を 示 す メ ッ セ ー ジ で あ っ て 消 費 電 力 が 前 記 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い メ ッ セ ー ジ
画 像 を 用 意 し 、 前 記 表 示 装 置 を 立 ち 上 げ 時 に 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 を 表 示 し た 後 、 前 記 第
１ の 画 像 ま た は 前 記 第 ２ の 画 像 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 の 消 費 電 力 が 他 の 画 像 よ り 最 も 大 き
い の で 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 表 示 装 置
の 立 ち 上 げ 時 に 速 や か に 、 前 記 第 １ の 画 像 ま た は 前 記 第 １ の 画 像 と 同 じ 表 示 画 像 パ タ ー ン
の 前 記 第 ２ の 画 像 を 表 示 す る 状 態 に 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 を 加 温 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が 黒 色 の 黒 色 ベ ー ス の
表 示 画 像 で あ り 、 前 記 第 ２ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が 白 色 の 白 色 ベ ー ス の 表 示 画 像 で あ っ て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が 白 色 ベ ー ス で あ る た め 、
多 く の 画 素 （ 発 光 素 子 ） が 駆 動 し 発 光 す る た め 、 発 熱 量 が 大 き く な り 、 前 記 表 示 エ リ ア （
各 画 素 の 発 光 素 子 ） の 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が
黒 色 ベ ー ス で あ る た め 、 多 く の 画 素 （ 発 光 素 子 ） が 停 止 し て い る た め 、 発 熱 量 が 小 さ く 、
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必 要 以 上 の 温 度 上 昇 を 抑 え 、 消 費 電 力 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に お い て 、 前 記 表 示 装 置 は 、 車 両 用 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第
１ の 画 像 は メ ー タ 画 像 で あ っ て も よ い 。
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 例 え ば 、 自 動 車 と い っ た 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ
ネ ル に 表 示 さ れ る ス ピ ー ド メ ー タ や タ コ メ ー タ 等 の 画 像 の 発 光 輝 度 が 、 周 囲 の 温 度 の 低 下
に よ っ て 低 下 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 は 、 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の デ ー タ 線 の 交 差 に 対 応 し て 複 数 の 画 素 が マ
ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 表 示 エ リ ア を 有 す る 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 各 画 素 の 発 光 素 子 を 画 像
デ ー タ に 基 づ い て 駆 動 し 前 記 表 示 エ リ ア に 画 像 を 表 示 す る 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 表 示 パ
ネ ル の 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 表 示 エ リ ア に 表 示 さ れ る 第 １ の 画 像 の 第 １ の
画 像 デ ー タ と 、 前 記 第 １ の 画 像 よ り 、 前 記 各 画 素 の 駆 動 に よ っ て 前 記 表 示 パ ネ ル を 温 度 上
昇 さ せ る こ と の で き る 第 ２ の 画 像 の 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 し て 出 力 す る 画 像 生 成 手 段 と
、 前 記 表 示 パ ネ ル の 温 度 と 予 め 設 定 し た 設 定 温 度 と 比 較 す る 比 較 手 段 と 、 前 記 表 示 パ ネ ル
の 温 度 が 前 記 設 定 温 度 未 満 の 時 、 前 記 第 １ の 画 像 デ ー タ に 替 え て 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ を
前 記 画 像 生 成 手 段 に て 生 成 さ せ て 出 力 さ せ る 制 御 手 段 と 、 を 備 え た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 画 素 の 温 度 が 設 定 温 度 以 下 に な っ た 時 、 制 御 手 段 は 、 画 像
生 成 手 段 に 対 し て 、 第 １ の 画 像 デ ー タ に 替 え て 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 さ せ て 出 力 さ せ る
。 従 っ て 、 周 囲 の 温 度 に よ っ て 画 素 が 設 定 温 度 以 下 に な っ た 時 、 各 画 素 の 発 光 素 子 の 発 光
輝 度 が 低 下 す る 。 こ の 時 、 第 １ の 画 像 か ら 第 ２ の 画 像 を 切 り 替 え て 表 示 エ リ ア に 表 示 さ れ
、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 発 熱 量 が 第 １ の 画 像 に 比 べ て 増 大 し て 発 光 素 子 自 身 を 加 温 す る
。 そ の 結 果 、 別 途 特 別 な 加 熱 手 段 を 使 う こ と な く 発 光 素 子 の 低 温 に よ る 発 光 輝 度 の 低 下 を
事 前 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 温 度 検 出 手 段 は 、 前 記 表 示 エ リ ア を 有 す る 表 示 パ ネ ル が 形
成 さ れ る 基 板 の 温 度 を 検 出 す る 基 板 温 度 検 出 手 段 で あ っ て も よ い 。
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 基 板 温 度 検 出 手 段 に よ り 基 板 の 基 板 実 温 度 を 検 出 す る こ と に よ
っ て 、 間 接 的 に 画 素 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 第 １ の 画 像 デ ー タ の 第 １ の 画 像 と 前
記 第 ２ の 画 像 デ ー タ の 第 ２ の 画 像 の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ っ て 、 前 記 第 ２ の 画
像 は 、 そ の 輝 度 が 前 記 第 １ の 画 像 の 輝 度 に 比 べ て 高 い 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ の 画 像 は 消 費 電 力 が 第 １ の 画 像 よ り 大 き い の で 、 各 画 素 の
発 光 素 子 自 身 の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ の 画 像 と 第 ２ の 画 像 は
、 輝 度 が 異 な る だ け で そ の 表 示 画 像 パ タ ー ン は 共 に 同 じ で あ る 。 従 っ て 、 第 １ の 画 像 か ら
第 ２ の 画 像 に 切 り 替 え て も 常 に 同 じ 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 第 １ の 画 像 デ ー タ の 第 １ の 画 像 と 前
記 第 ２ の 画 像 デ ー タ の 第 ２ の 画 像 の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ っ て 、 白 色 の 表 示 と
黒 色 の 表 示 が 反 転 し た 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 表 示 装 置 の 表 示 方 法 に よ れ ば 、 第 １ の 画 像 で の 黒 色 の 表 示 を し た 画 素 を 第 ２ の 画 像
で は 白 色 に 表 示 さ せ る よ う に す る こ と で 、 第 ２ の 画 像 の 消 費 電 力 は 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力
に 比 べ て 大 き く な る 。 こ の 結 果 、 第 ２ の 画 像 を 表 示 さ せ る こ と で 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身
の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ の 画 像 と 第 ２ の 画 像 は 、 輝 度 が 異 な
る だ け で そ の 表 示 画 像 パ タ ー ン が 共 に 同 じ で あ る 。 従 っ て 、 第 １ の 画 像 か ら 第 ２ の 画 像 に
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切 り 替 え て も 常 に 同 じ 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 第 ２ の 画 像 デ ー タ の 第 ２ の 画 像 の 表
示 画 像 パ タ ー ン が 前 記 第 １ の 画 像 を 表 示 す る た め に 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 で あ
っ て 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 の 消 費 電 力 は 前 記 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い 前 記 第 ２ の
画 像 デ ー タ を 生 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 画 素 の 温 度 が 設 定 温 度 以 下 に な っ た 時 、 画 像 生 成 手 段 は 、 消 費
電 力 が 第 １ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き く な る 第 ２ の 画 像 の 画 像 デ ー タ を 生 成 し 出 力 す る 。
従 っ て 、 第 ２ の 画 像 は 消 費 電 力 が 第 １ の 画 像 よ り 大 き い の で 、 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 低
い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ の 画 像 と 第 ２ の 画 像 は 、 表 示 画 像 パ タ ー
ン が 共 に 同 じ な の で 、 第 １ の 画 像 か ら 第 ２ の 画 像 に 切 り 替 え て も 常 に 同 じ 情 報 を 視 認 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 画 像 と 前 記 第 ２ の 画 像 の 他 に 、 準 備 待 機 中 を 示 す メ
ッ セ ー ジ で あ っ て 消 費 電 力 が 前 記 第 ２ の 画 像 の 消 費 電 力 よ り 大 き い メ ッ セ ー ジ 画 像 の メ ッ
セ ー ジ 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え 、 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 前 記 表 示 装 置 を 立 ち
上 げ 時 に 、 前 記 メ ッ セ ー ジ 画 像 デ ー タ を 出 力 し て 予 め 定 め た 基 準 温 度 に な る ま で 前 記 メ ッ
セ ー ジ 画 像 デ ー タ を 出 力 し た 後 、 前 記 第 １ の 画 像 の 第 １ の 画 像 デ ー タ ま た は 前 記 第 ２ の 画
像 の 第 ２ の 画 像 デ ー タ を 生 成 し 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 の 消 費 電 力 が 他 の 画 像 よ り 最 も 大 き い の で 、 各
画 素 の 発 光 素 子 自 身 の 低 い 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 表 示 装 置 を 立 ち 上 げ
時 に 速 や か に 、 前 記 第 １ の 画 像 ま た は 前 記 第 １ の 画 像 と 同 じ 表 示 画 像 パ タ ー ン の 前 記 第 ２
の 画 像 を 表 示 す る 状 態 に 各 画 素 の 発 光 素 子 自 身 を 加 温 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 画 像 生 成 手 段 は 、 背 景 部 分 が 黒 色 の 黒 色 ベ ー ス の 第 １ の 画
像 の 第 １ の 画 像 デ ー タ と 、 背 景 部 分 が 白 色 の 白 色 ベ ー ス の 前 記 第 ２ の 画 像 の 第 ２ の 画 像 デ
ー タ を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が 白 色 ベ ー ス で あ る た め 、 多 く の 画 素
（ 発 光 素 子 ） が 駆 動 し 発 光 す る た め 、 発 熱 量 が 大 き く な り 、 前 記 表 示 エ リ ア （ 各 画 素 の 発
光 素 子 ） の 温 度 を 速 く 上 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 画 像 は 、 背 景 部 分 が 黒 色 ベ ー ス
で あ る た め 、 多 く の 画 素 （ 発 光 素 子 ） が 停 止 し て い る た め 、 発 熱 量 が 小 さ く 、 必 要 以 上 の
温 度 上 昇 を 抑 え 、 消 費 電 力 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 表 示 装 置 は 、 車 両 用 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 画 像 は
、 メ ー タ 画 像 で あ っ て 、 前 記 画 像 生 成 手 段 が 前 記 メ ー タ 画 像 を 生 成 し て も よ い 。
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば 、 自 動 車 と い っ た 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 表 示
さ れ る ス ピ ー ド メ ー タ や タ コ メ ー タ 等 の 画 像 の 発 光 輝 度 が 、 周 囲 の 温 度 の 低 下 に よ っ て 低
下 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 素 子 は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 で あ っ て も よ
い 。
　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 は 、 そ の 温 度 が 低 下 す る と 、 発
光 輝 度 が 低 下 す る が 、 こ れ が 自 身 の 発 熱 で 抑 制 さ れ て 、 周 囲 が 低 温 で あ っ て も 視 認 性 の 優
れ た 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 は 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ
セ ン ス 素 子 で あ っ て も よ い 。
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　 こ の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 は 、 そ の 温 度 が 低 下 す る と
、 発 光 輝 度 が 低 下 す る が 、 こ れ が 自 身 の 発 熱 で 抑 制 さ れ て 、 周 囲 が 低 温 で あ っ て も 視 認 性
の 優 れ た 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 は 、 上 記 記 載 の 表 示 装 置 を 備 え て い る 。
　 本 発 明 の 電 子 機 器 に よ れ ば 、 低 温 時 に お い て も 視 認 性 の 優 れ た 画 像 を 表 示 す る こ と が で
き る 表 示 装 置 を 備 え た 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 表 示 装 置 を 車 載 用 表 示 装 置 に 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 、 図 面 に 従 っ て 説
明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 車 載 用 表 示 装 置 （ 単 に 「 表 示 装 置 」 と い う ） １ は 、 車
両 Ｃ の 電 子 機 器 と し て の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル Ｑ ｗ に 搭 載 さ れ て い る 。 表 示 装 置 １ は 、
そ の 表 示 エ リ ア Ｈ に は 車 両 Ｃ の 車 速 を 表 す ス ピ ー ド メ ー タ の 画 像 Ｆ を 表 示 す る 。 表 示 エ リ
ア Ｈ に 表 示 さ れ る ス ピ ー ド メ ー タ の 画 像 Ｆ に は 、 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 表 示
モ ー ド （ 通 常 表 示 モ ー ド と 加 温 表 示 モ ー ド ） に 応 じ て 、 表 示 形 態 が 第 １ の 画 像 と し て の 第
１ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と 第 ２ の 画 像 と し て の 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ の い ず れ か
に 切 り 替 え 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ ， Ｆ ｂ は 、 そ れ ぞ
れ 、 「 ０ 」 、 「 ２ ０ 」 、 「 ４ ０ 」 、 … 、 「 １ ６ ０ 」 の 車 両 Ｃ の 車 速 を 示 す 数 値 Ｍ ａ が 、 所
定 の 間 隔 で 表 示 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ ， Ｆ ｂ は 、 そ れ ぞ れ
、 各 数 値 Ｍ ａ に 囲 ま れ る 位 置 に 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ る 。 指 針 Ｍ ｂ は 、 そ の 時 々 の 車 両 の 車
速 に 応 じ て 、 そ の 基 端 部 を 回 動 中 心 に 回 動 表 示 さ れ て そ の 時 々 の 車 速 を 指 標 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ は 、 表 示 エ リ ア Ｈ 中 の 各 数 値 Ｍ
ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 部 分 （ 背 景 と な る 部 分 ） が 黒 色 で 表 示 さ れ 、 各 数
値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 白 色 で 表 示 さ れ る 。 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ ス ピ ー ド
メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ は 、 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 部 分 が 白 色 で 表 示 さ
れ 、 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 黒 色 で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 表 示 装 置 １ は 、 周 囲 の 温 度 及 び 車 両 情 報 に よ っ て 設 定 さ れ る 表 示 モ ー ド に 基 づ
い て 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 第 １ 及 び 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ ， Ｆ ｂ が 切 り 替 え て 表 示 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 尚 、 本 明 細 書 に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 表 示 エ リ ア Ｈ
中 の 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 背 景 部 分 が 黒 色 で あ る 第 １ ス ピ ー ド
メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 黒 ベ ー ス の 表 示 画 像 と い う 。 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 数 値 Ｍ
ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 背 景 部 分 が 白 色 で あ る 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ
ｂ を 白 ベ ー ス の 表 示 画 像 と い う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ は 、 表 示 装 置 １ の 全 体 図 で あ り 、 図 ４ は そ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る
。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 表 示 装 置 １ は 、 デ ィ ス プ レ イ 部 ２ と 制 御 部 ３ と か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 デ ィ ス プ レ イ 部 ２ は 、 基 板 ４ ａ を 備 え て い る 。 基 板 ４ ａ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 ガ ラ ス 板
で あ る 。 基 板 ４ ａ は 、 そ の 中 央 に 略 四 角 形 状 の 前 記 し た 表 示 エ リ ア Ｈ を 備 え て い る 。 基 板
４ ａ 上 で あ っ て 、 表 示 エ リ ア Ｈ 以 外 の エ リ ア （ 以 下 、 「 非 表 示 エ リ ア 」 と い う ） Ｑ に は 、
一 対 の 走 査 線 駆 動 回 路 ５ 等 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 表 示 エ リ ア Ｈ に は 、 そ れ ぞ れ ｎ 本 の 走 査 線 Ｌ Ｙ 1， Ｌ Ｙ 2， Ｌ Ｙ 3， … ， Ｌ Ｙ nが 行 方 向 （
図 ３ 中 Ｘ 矢 印 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 表 示 エ リ ア Ｈ 上 に は 、 ｍ 本 の デ ー タ
線 Ｌ Ｘ 1， Ｌ Ｘ 2， Ｌ Ｘ 3， … ， Ｌ Ｘ mが 列 方 向 （ 図 ３ 中 Ｙ 矢 印 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ て い
る 。 さ ら に 、 表 示 エ リ ア Ｈ 上 に は 、 各 走 査 線 Ｌ Ｙ 1～ Ｌ Ｙ nと デ ー タ 線 Ｌ Ｘ 1～ Ｌ Ｘ mと の 交
差 に 対 応 し た 位 置 に 、 赤 色 の 光 を 出 射 す る 赤 用 画 素 ８ Ｒ 、 緑 色 の 光 を 出 射 す る 緑 用 画 素 ８
Ｇ 、 及 び 青 色 の 光 を 出 射 す る 青 用 画 素 ８ Ｂ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 色 画 素 ８ Ｒ ， ８ Ｇ ， ８ Ｂ に は 、 拡 大 部 ５ ０ に 示 す よ う に 、 発 光 層 が 有 機 物 で 構 成 さ れ
た 発 光 素 子 と し て の 赤 用 、 緑 用 及 び 青 用 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ，
９ Ｂ と 、 該 各 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ） ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ を 駆
動 制 御 す る 画 素 回 路 Ｋ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 各 色 画 素 ８ Ｒ ， ８ Ｇ ， ８ Ｂ は 、 図 ３ 中 Ｘ 矢 印 方 向 （ 行 方 向 ） に 沿 っ て は 、 赤 用
画 素 ８ Ｒ 、 緑 用 画 素 ８ Ｇ 、 青 用 画 素 ８ Ｂ 、 赤 用 画 素 ８ Ｒ 、 … の 順 に 繰 り 返 し て 配 置 さ れ て
い る 。 ま た 、 図 ３ 中 Ｙ 矢 印 方 向 （ 列 方 向 ） に 沿 っ て は 、 同 色 の 画 素 ８ Ｒ ， ８ Ｇ ， ８ Ｂ が 配
置 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ３ 中 Ｘ 矢 印 方 向 （ 行 方 向 ） に 沿 っ て 配 置 さ れ た 一 組 の 各 色 画 素
８ Ｒ ， ８ Ｇ ， ８ Ｂ で 一 つ の カ ラ ー 画 素 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 表 示 エ リ ア Ｈ 上 に は
、 カ ラ ー 画 素 ８ が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 走 査 線 駆 動 回 路 ５ は 、 表 示 エ リ ア Ｈ を 挟 み 込 む よ う に し て 非 表 示 エ リ ア Ｑ 上 に 左 右 一 対
ず つ 形 成 さ れ て い る 。 各 走 査 線 駆 動 回 路 ５ は 、 走 査 線 Ｌ Ｙ 1～ Ｌ Ｙ nに 接 続 さ れ て い る 。 図
４ に 示 す よ う に 、 各 走 査 線 駆 動 回 路 ５ は 、 走 査 線 Ｌ Ｙ 1～ Ｌ Ｙ nに 前 記 し た ｎ 行 の カ ラ ー 画
素 ８ の う ち の 所 望 の １ 行 の カ ラ ー 画 素 ８ 群 を 選 択 す る た め の 走 査 信 号 Ｓ Ｃ 1， Ｓ Ｃ 2， Ｓ Ｃ
3， … Ｓ Ｃ nを 同 期 し て 出 力 す る 。 例 え ば 、 走 査 線 Ｌ Ｙ 1～ Ｌ Ｙ nを 、 第 １ の 走 査 線 Ｌ Ｙ 1→
第 ２ の 走 査 線 Ｌ Ｙ 2→ 第 ３ の 走 査 線 Ｌ Ｙ 3→ … → 第 ｎ の 走 査 線 Ｌ Ｙ n→ 第 １ の 走 査 線 Ｌ Ｙ 1→
… の 順 に 走 査 信 号 Ｓ Ｃ 1～ Ｓ Ｃ nを 出 力 す る こ と で 、 各 行 の カ ラ ー 画 素 ８ を 線 順 次 選 択 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ 部 ２ は 、 基 板 ４ ａ 上 で あ っ て 、 表 示 エ リ ア Ｈ に
近 接 す る よ う に 非 表 示 エ リ ア Ｑ に 、 温 度 検 出 手 段 ま た は 基 板 温 度 検 出 手 段 と し て の 温 度 セ
ン サ １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 温 度 セ ン サ １ ０ は 、 公 知 の 温 度 セ ン サ で あ っ て 、 表
示 エ リ ア Ｈ 近 接 の 基 板 ４ ａ の 温 度 を 検 出 す る た め の も の で あ る 。 温 度 セ ン サ １ ０ は 、 例 え
ば 、 サ ー マ ル ダ イ オ ー ド や 熱 電 対 で あ っ て も よ い 。 そ し て 、 温 度 セ ン サ １ ０ は 、 図 ４ に 示
す よ う に 、 表 示 エ リ ア Ｈ 近 接 の 基 板 ４ ａ の そ の 時 々 の 温 度 に 応 じ た 検 出 信 号 Ｓ Ｔ を 制 御 部
３ に 出 力 す る よ う に な っ て い る 。 制 御 部 ３ は Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 を 内 蔵 し て い て 、 温 度 に 応 じ
た 検 出 信 号 Ｓ Ｔ は 、 デ ジ タ ル デ ー タ に 変 換 さ れ て 制 御 部 ３ に 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 ４ ａ の 下 方 側 （ 図 ２ 中 反 Ｙ 矢 印 方 向 側 ） の 端 部 に は 、 同
基 板 ４ ａ に 異 方 性 導 電 性 フ ィ ル ム （ Ａ Ｃ Ｆ ） に て 接 続 し た フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 基 板
４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 基 板 ４ ｂ に は 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １
が 実 装 さ れ て い る 。 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 基 板 ４ ｂ に は 、 表 示 エ リ ア Ｈ 内 に 形
成 さ れ た デ ー タ 線 Ｌ Ｘ 1～ Ｌ Ｘ mが 延 設 さ れ て お り 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ は 、 そ の 延 設 さ
れ た デ ー タ 線 Ｌ Ｘ 1～ Ｌ Ｘ mに 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ３ か ら の 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を 入 力 す
る 。 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ は 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ
、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ 、 又 は 、 図 ５ に 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ
を 表 示 す る た め の 画 像 デ ー タ で る 。 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 、 表 示 エ リ ア Ｈ を 加 温 中 を メ ッ
セ ー ジ す る 画 像 で あ っ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 白 色 の 背 景 に 黒 色 で 「 Ｗ Ａ
Ｒ Ｍ 　 Ｕ Ｐ ！ 」 な る メ ッ セ ー ジ Ｍ ｃ を 表 示 す る 。 そ し て 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 、 「 Ｗ Ａ
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Ｒ Ｍ 　 Ｕ Ｐ ！ 」 な る わ ず か な 黒 表 示 の メ ッ セ ー ジ Ｍ ｃ の 他 は 全 て 白 色 の 背 景 で 表 示 さ れ る
。 そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ５ に 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 、 白 色 の 背 景 を 表 示 す る た
め の カ ラ ー 画 素 ８ は 最 大 発 光 輝 度 で 白 色 を 発 光 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 従 っ て 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 、 最 も 消 費 電 力 が 大 き く な る 。 因 み に 、 白 ベ ー ス の 第 ２
ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ の 消 費 電 力 は 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ の 消 費 電 力 よ り 小 さ く 黒 ベ ー
ス の 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ の 消 費 電 力 よ り 大 き く な っ て い る 。 そ の 結 果 、 メ ッ セ ー
ジ 画 像 Ｆ ｃ 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ の 順 で 、 発 熱 量
が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 尚 、 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を 表 示 形 態 で 特 に 区 別 す る と き 、 黒 ベ ー ス の 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画
像 Ｆ ａ を 表 示 す る た め の 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を 第 １ の 画 像 デ ー タ と し て の 第 １ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ
ａ と 説 明 の 便 宜 上 い う 。 同 様 に 、 白 ベ ー ス の 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ を 表 示 す る た め
の 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を 第 ２ の 像 デ ー タ と し て の 第 ２ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｂ 、 ま た 、 メ ッ セ ー ジ 画
像 Ｆ ｃ を 表 示 す る た め の 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を メ ッ セ ー ジ 画 像 デ ー タ と し て の 第 ３ 画 像 デ ー タ
Ｆ Ｄ ｃ と 説 明 の 便 宜 上 い う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ は 、 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を 制 御 部 ３ か ら 入 力 し た 場 合 に は 、
そ の 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ に 基 づ い た デ ー タ 信 号 を 生 成 し デ ー タ 線 Ｌ Ｘ 1～ Ｌ Ｘ mに 出 力 す る 。 従
っ て 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ か ら 第 １ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ａ に 基 づ い た デ ー タ 信 号 が 出 力 さ れ
て い る 間 は 、 表 示 エ リ ア Ｈ に は 図 ２ （ ａ ） に 示 す 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ が 表 示 さ れ
る 。 ま た 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ か ら 第 ２ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｂ に 基 づ い た デ ー タ 信 号 が 出 力
さ れ て い る 間 は 、 表 示 エ リ ア Ｈ に は 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ が 表 示
さ れ る 。 さ ら に 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ か ら 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ に 基 づ い た デ ー タ 信 号
が 出 力 さ れ て い る 間 は 、 表 示 エ リ ア Ｈ に は 図 ５ に 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ３ は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 回 路 基 板 ４ ｂ 上 に 形 成 さ れ て い
る 。 制 御 部 ３ は 、 図 示 し な い 車 両 情 報 電 子 制 御 装 置 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 電 子
制 御 装 置 は 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ 及 び メ ッ セ ー ジ
画 像 Ｆ ｃ を 表 示 す る た め の 車 速 、 キ ー ス イ ッ チ の 状 態 等 の 各 種 車 両 情 報 Ｓ Ｓ を 制 御 部 ３ に
出 力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ３ は 、 制 御 手 段 と し て の 演 算 回 路 １ ２ 、 画 像 生 成 手 段 と し て
の 画 像 生 成 回 路 １ ４ を 備 え て い る 。
　 演 算 回 路 １ ２ は 、 設 定 基 板 温 度 記 憶 手 段 と し て の Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ ａ 、 比 較 手 段 と し て の Ｃ Ｐ
Ｕ １ ２ ｂ 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ の 演 算 結 果 等 を 一 時 記 憶 す る Ｒ Ａ Ｍ １ ２ ｃ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ ａ に は 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 表 示 す る た め の 第 １ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ
ａ 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ を 表 示 す る た め の 第 ２ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｂ 、 メ ッ セ ー ジ 画
像 Ｆ ｃ を 表 示 す る た め の 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ 、 表 示 モ ー ド を 設 定 す る た め の 設 定 基 板 温
度 Ｔ Ｓ 、 視 認 性 が 低 下 す る 基 準 温 度 Ｔ Ｋ が 記 憶 さ れ て い る 。 さ ら に 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ ａ に は 、
温 度 セ ン サ １ ０ か ら 出 力 さ れ る 検 出 信 号 Ｓ Ｔ に 基 づ い て 基 板 ４ ａ の そ の 時 々 の 温 度 （ 基 板
実 温 度 ） Ｔ ｎ を 演 算 す る 演 算 プ ロ グ ラ ム 、 表 示 モ ー ド （ 通 常 表 示 モ ー ド ま た は 加 温 表 示 モ
ー ド ） を 決 定 す る プ ロ グ ラ ム 等 が 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 基 板 ４ ａ 上 に 形 成 さ れ た 画 素 ８ Ｒ ， ８ Ｇ ， ８ Ｂ は 、 低 温 で 発 光 輝 度 が 低 下 す る 。 つ ま り
、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ は 、 温 度 に よ っ て 発 光 輝 度 が 左 右 さ れ 、 図 ６ （ ａ ） ， （
ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 温 度 が 低 い ほ ど 電 流 が 流 れ に く く な り 、 さ ら に 単 位 電 流 あ た り の
発 光 効 率 が 低 下 す る の で 、 発 光 輝 度 が 低 下 す る 。 従 っ て 、 温 度 が 低 い と 、 表 示 エ リ ア Ｈ に
表 示 さ れ る 画 像 の 輝 度 が 低 下 し 視 認 性 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 視 認 性 が 低 下 し な い 温 度 環
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境 で 使 用 す る こ と が 必 要 と な る 。 そ こ で 、 視 認 性 が 低 下 す る 温 度 に な ら な い よ う に 、 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ （ 基 板 ４ ａ ） を 加 温 す る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 設 定 基 板
温 度 Ｔ Ｓ は 、 視 認 性 が 低 下 す る 温 度 を 基 準 温 度 Ｔ Ｋ と し た と き 、 そ の 基 準 温 度 Ｔ Ｋ よ り 予
め 定 め た 高 い 温 度 に 設 定 し て い る 。 従 っ て 、 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ は 、 視 認 性 が 低 下 す る 温 度
（ 基 準 温 度 Ｔ Ｋ ） に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ （ 基 板 ４ ａ ） の 温 度 が 低 下 す る 前 に 、
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ を 加 温 さ せ る た め の 温 度 に 設 定 さ れ て い る 。 　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２
ｂ は 、 温 度 セ ン サ １ ０ か ら の 検 出 信 号 Ｓ Ｔ を 入 力 し 、 基 板 ４ ａ の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ を 演 算 し
、 そ の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ と 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 比 較 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 前 記 電 子 制 御 装 置 か ら 出 力 さ れ る 車 両 情 報 Ｓ Ｓ に 基 づ い て 、
キ ー ス イ ッ チ が 差 し 込 ま れ エ ン ジ ン が 始 動 し て い る 判 断 し た と き 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定
基 板 温 度 Ｔ Ｓ 以 下 の と き 加 温 表 示 モ ー ド 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 超 え て い
る と き 通 常 表 示 モ ー ド に 設 定 し 、 そ の 表 示 モ ー ド 信 号 を 、 画 像 生 成 回 路 １ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 電 子 制 御 装 置 か ら 出 力 さ れ る 車 両 情 報 Ｓ Ｓ に 基 づ い て 、 キ ー ス
イ ッ チ が 差 し 込 ま れ ア ク セ サ リ 状 態 に あ っ て エ ン ジ ン が 停 止 し て い る と 判 断 し た と き 、 そ
の と き の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 基 準 温 度 Ｔ Ｋ 未 満 の 時 に は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ ａ に 記 憶 さ れ た メ ッ セ
ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 す る た め の 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ を 画 像 生 成 回 路 １ ４ に 出 力 す る 。 Ｃ
Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 ア ク セ サ リ 状 態 に あ っ て 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 基 準 温 度 Ｔ Ｋ 以 上 、 設 定 基 板
温 度 Ｔ Ｓ 以 下 の と き 加 温 表 示 モ ー ド 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 超 え て い る と
き 通 常 表 示 モ ー ド に 設 定 し 、 そ の 表 示 モ ー ド 信 号 を 、 画 像 生 成 回 路 １ ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 画 像 生 成 回 路 １ ４ は 、 電 子 制 御 装 置 か ら 出 力 さ れ る 車 両 情 報 Ｓ Ｓ （ 車 速 ） に 基 づ い て 、
ス ピ ー ド メ ー タ の 画 像 Ｆ の 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ を 生 成 す る 。
　 詳 述 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ が 通 常 表 示 モ ー ド の と き 、 画 像 生 成 回 路 １ ４ は 、 表 示 エ リ ア
Ｈ に 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 表 示 す る た め の 第 １ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ａ を 生 成 し て デ ー
タ 線 駆 動 回 路 １ １ に 出 力 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ が 加 温 表 示 モ ー ド の と き 、 画 像 生 成 回
路 １ ４ は 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ を 表 示 す る た め の 第 ２ 画 像 デ ー タ
Ｆ Ｄ ｂ を 生 成 し て デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ に 出 力 す る 。 さ ら に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ か ら Ｒ Ｏ Ｍ １
２ ａ に 記 憶 さ れ た メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 す る た め の 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ が 入 力 さ れ
る と 、 画 像 生 成 回 路 １ ４ は 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ を デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 表 示 装 置 １ の 動 作 シ ー ケ ン ス を 図 ７ に 従 っ て 説 明 す る 。
　 い ま 、 運 転 席 に あ る キ ー シ リ ン ダ に 運 転 キ ー を 差 込 み エ ン ジ ン を 始 動 さ せ た か ど う か 判
断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 運 転 キ ー が 、 エ ン ジ ン が 始 動 し て い な い で ア ク セ サ リ 状 態 に あ
る と き （ ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 そ の 時 の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ を 検 出 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 そ の 時 の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ と 基 準 温 度 Ｔ Ｋ を 比 較 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ の 時 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 基 準 温 度 Ｔ Ｋ 未 満 の 時 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｙ Ｅ
Ｓ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ ａ に 記 憶 さ れ た 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ を 画 像 生 成 回 路
１ ４ に 出 力 す る 。 画 像 生 成 回 路 １ ４ は 、 第 ３ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｃ を デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ に
出 力 し 表 示 エ リ ア Ｈ に メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 従 っ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 表 示 エ リ ア Ｈ に メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ が 表 示 さ れ る こ と に よ
っ て 、 表 示 装 置 １ の 基 板 ４ ａ を 加 温 中 で 、 表 示 エ リ ア Ｈ に ス ピ ー ド メ ー タ の 画 像 Ｆ を 表 示
さ れ て い な い 旨 を 表 示 す る 。 つ ま り 、 外 気 に よ っ て 表 示 エ リ ア Ｈ の カ ラ ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） 自 身 の 温 度 が 低 す ぎ て 発 光 輝 度 が 低 く て ス ピ ー ド メ ー タ の 画 像
Ｆ の 表 示 に 適 さ な い こ と と 、 エ ン ジ ン が 停 止 し て い る こ と か ら 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表
示 す る 。 こ の メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 、 運 転 キ ー が キ ー シ リ ン ダ か ら 抜 か れ キ ー オ フ に な っ
た と き （ ス テ ッ プ Ｓ ５ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 エ ン ジ ン が 始 動 し た と き （ ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、
ま た は 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 基 板 温 度 Ｔ Ｋ 以 上 に な っ た と き （ ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｙ Ｅ Ｓ ） ま で
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、 表 示 し 続 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の と き 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 、 「 Ｗ Ａ Ｒ Ｍ 　 Ｕ Ｐ ！ 」 な る わ ず か な 黒 表 示 の メ ッ セ
ー ジ Ｍ ｃ の 他 は 全 て 白 色 の 背 景 で 表 示 さ れ 、 そ の 白 色 の 背 景 を 表 示 す る た め の カ ラ ー 画 素
８ は 最 大 発 光 輝 度 で 白 色 を 発 光 し て い る 。 そ の 結 果 、 白 色 の 背 景 を 表 示 す る た め の カ ラ ー
画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） に 流 れ る 大 き な 駆 動 電 流 に よ っ て 発 熱 し 、 カ ラ
ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） 自 身 及 び 基 板 ４ ａ の 温 度 を 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 や が て 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 基 準 温 度 Ｔ Ｋ 以 上 に な る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ
１ ２ ｂ は 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ 以 下 か ど う か 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。 基
板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ 以 下 の 時 （ ス テ ッ プ Ｓ ６ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 加
温 表 示 モ ー ド と な っ て 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ が 表 示 さ れ る （ ス テ
ッ プ Ｓ ６ ） 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 加 温 表 示 モ ー ド に な る と 、 画 像 生 成 回 路 １ ４ は 、 車 両 情 報 Ｓ
Ｓ に 基 づ い て 、 第 ２ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ｂ を 生 成 し て デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ に 出 力 し 表 示 エ リ
ア Ｈ に 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ を 表 示 す る 。 従 っ て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 表 示
エ リ ア Ｈ に 背 景 が 白 色 の 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の と き 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ は 、 白 ベ ー ス の 表 示 画 像 で あ っ て 、 各 数 値 Ｍ ａ
及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 背 景 部 分 が 白 色 で 表 示 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 白 色
の 背 景 を 表 示 す る カ ラ ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） に 流 れ る 駆 動 電 流 に よ
っ て 発 熱 し 、 カ ラ ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） 自 身 及 び 基 板 ４ ａ の 温 度 を
上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 や が て 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 超 え る と （ ス テ ッ プ Ｓ ６ で Ｎ Ｏ ） 、 Ｃ Ｐ
Ｕ １ ２ ｂ は 通 常 表 示 モ ー ド と な っ て 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ が 表 示
さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 通 常 表 示 モ ー ド に な る と 、 画 像 生 成 回 路 １ ４ は
、 車 両 情 報 Ｓ Ｓ に 基 づ い て 、 第 １ 画 像 デ ー タ Ｆ Ｄ ａ を 生 成 し て デ ー タ 線 駆 動 回 路 １ １ に 出
力 し 表 示 エ リ ア Ｈ に 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 表 示 す る 。 従 っ て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す
よ う に 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 背 景 が 黒 色 の 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の と き 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ は 、 黒 ベ ー ス の 表 示 画 像 で あ っ て 、 各 数 値 Ｍ ａ
及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 背 景 部 分 が 黒 色 で 表 示 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 黒 色
の 背 景 を 表 示 す る カ ラ ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） は 、 駆 動 電 流 が 流 れ ず
発 熱 し な い 。 つ ま り 、 カ ラ ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） が 発 光 輝 度 を 低 下
さ せ な い 十 分 な 温 度 に 達 し た と し て 表 示 エ リ ア Ｈ に 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ が 表 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ し て 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 表 示 中 に 、 外 気 に よ っ て 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定
基 板 温 度 Ｔ Ｓ 以 下 に な る と 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ に 切 り 替 わ る の で 、 カ ラ ー 画 素
８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） が 発 熱 し 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ を 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 超
え る 温 度 に し 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 表 示 さ せ る よ う に す る 。 つ ま り 、 特 別 な 加
熱 手 段 を 使 う の で は な く カ ラ ー 画 素 ８ （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ ） 自 身 を 自 身 の 発
熱 で 加 温 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 方 、 エ ン ジ ン が 始 動 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、 そ の 時 の
基 板 実 温 度 Ｔ ｎ を 検 出 し た 後 （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 移 る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ｂ は 、
以 後 、 前 記 し た ス テ ッ プ Ｓ ６ ～ Ｓ ８ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ 、 Ｓ １ の 動 作 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 中 に 、 エ ン ジ ン が 始 動 し た 時 に は 、 直 ち に
メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ の 表 示 を 停 止 し 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ ま た は 第 ２ ス ピ ー ド メ
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ー タ 画 像 Ｆ ｂ の 表 示 を 行 う こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 周 囲 の 温 度 に よ っ て 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ
以 下 に な る 時 、 表 示 エ リ ア Ｈ の 表 示 を 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ か ら 発 熱 量 の 大 き い
第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ に 切 り 替 え る よ う に し た 。 つ ま り 、 各 カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ 自 身 の 発 熱 を 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ に 比 べ て 増 大 さ せ て 、
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ 自 身 を 加 温 す る よ う に し た 。 従 っ て 、 別 途 特 別 な 加 熱 手 段
を 使 う こ と な く 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 低 温 に よ る 発 光 輝 度 の 低 下 を 事 前 に 防
ぐ こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 の 輝 度 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 黒 表 示 ベ ー ス の 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と 白 表 示 ベ
ー ス の 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ は 、 表 示 画 像 パ タ ー ン は 共 に 同 じ ス ピ ー ド メ ー タ に し
た 。 従 っ て 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 変 化 し て 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と 第 ２ ス ピ ー ド メ
ー タ 画 像 Ｆ ｂ と の 間 で 切 り 替 え 表 示 さ れ て も 常 に 同 じ 情 報 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 表 示 装 置 １ の 立 ち 上 げ 時 で あ っ て エ ン ジ ン が 始 動 し て い
な い 状 態 の 時 に 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 基 準 温 度 Ｔ Ｋ 未 満 の と き に は 、 最 も 発 熱 量 が 大 き い メ
ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 さ せ る よ う に し た 。 従 っ て 、 各 カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ
， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 温 度 を よ り 速 く 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 し か も 、 エ ン ジ ン が 始 動 し て い な い 状 態 の 時 に 、 準 備 待 機 中 を 示 す メ ッ セ ー ジ 画 像 を 表
示 す る よ う に し た 。 従 っ て 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ ま た は 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像
Ｆ ｂ の 表 示 画 像 パ タ ー ン を 必 要 と し な い タ イ ミ ン グ で メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 し て 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ を 加 温 で き 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ ま た は 第 ２ ス ピ ー ド
メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ が 表 示 さ れ な い 理 由 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ は 、 背 景 部 分 を 白 色 ベ ー ス
に し 多 く の カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ を 駆 動 し 白 色 発 光 さ せ た の で 、
発 熱 量 が 大 き く な り 、 表 示 エ リ ア Ｈ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 温 度 を 速 く 上 げ る
こ と が で き る 。 ま た 、 パ ネ ル 温 度 が 高 い と き に は 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ は 、 背 景
部 分 を 黒 色 ベ ー ス に し 多 く の カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ が 停 止 し て い
る の で 、 発 熱 量 が 小 さ く 、 必 要 以 上 の 温 度 上 昇 を 抑 え 、 消 費 電 力 の 低 減 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 温 度 セ ン サ １ ０ に て 基 板 ４ ａ の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ を 検 出 し
、 間 接 的 に カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 温 度 を 検 出 す る よ う に し た 。
従 っ て 、 温 度 セ ン サ １ ０ を 基 板 ４ ａ に 組 み 付 け る 簡 単 な 構 成 で カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 尚 、 こ の 発 明 は 以 下 の よ う に 変 更 し て 具 体 化 す る こ と も で き る 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 画 像 と し て の 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と 第 ２ の 画 像 と
し て の 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ は 、 共 に 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ を 備 え た 、 同 じ 表 示
画 像 パ タ ー ン の も の で あ っ た 。 そ し て 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ は 、 表 示 エ リ ア Ｈ 中
の 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 部 分 が 黒 色 で 表 示 さ れ 、 各 数 値 Ｍ ａ 及
び 指 針 Ｍ ｂ が 白 色 で 表 示 さ れ た 画 像 で あ り 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ は 、 各 数 値 Ｍ ａ
及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広 い 部 分 が 白 色 で 表 示 さ れ 、 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が
黒 色 で 表 示 さ れ た 画 像 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ れ を 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ の 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ が 表 示 さ れ て い な い 広
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い 部 分 を 白 色 以 外 の 黒 色 に 比 べ て 輝 度 が 高 い （ 消 費 電 力 が 大 き い ） 色 で 表 示 し 、 各 数 値 Ｍ
ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ を 黒 色 以 外 の 黒 色 に 比 べ て 輝 度 が 高 い （ 消 費 電 力 が 大 き い ） 色 で 表 示 す る
よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す る こ と で も 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 し た が 、 こ の メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ の 表
示 を 省 略 し 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ の 二 つ の 画 像 で
表 示 す る よ う に し て も よ い 。 つ ま り 、 エ ン ジ ン 停 止 時 に お い て も 、 エ ン ジ ン 始 動 の 時 と 同
様 に 、 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 基 準 に 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像
Ｆ ｂ の 切 り 替 え 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ を 省 略 し 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ と メ ッ セ ー
ジ 画 像 Ｆ ｃ を 切 り 替 え 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 表 示 装 置 １ の 立 ち 上 げ 時 に
、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ の 表 示 前 に 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が カ ラ ー 画 素 ８ が 設 定 基 板 温
度 Ｔ Ｓ ま た は 基 準 温 度 Ｔ Ｋ に な る ま で 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ を 表 示 さ せ る よ う に 実 施 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ を 超 え た 後 で も 、 基 板 実 温 度
Ｔ ｎ を 監 視 す る よ う な 構 成 に な っ て い る が 、 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ が 、 一 旦 、 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ
を 超 え た 場 合 に 、 基 板 温 度 の 監 視 を 行 う こ と な く 、 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ を 表 示 し
続 け る よ う な 構 成 で も 良 い 。 よ り 具 体 的 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ 実 行 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進
ま ず に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 留 ま っ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ と 、 基 準 温 度 Ｔ Ｋ を 閾 値 温 度 と し て い た が 、 閾
値 温 度 は Ｔ Ｓ 、 Ｔ Ｋ の ど ち ら か １ つ の み で も 良 い し 、 Ｔ Ｓ ， Ｔ Ｋ に 加 え 、 ３ つ 以 上 の 複 数
の 閾 値 温 度 に よ り 、 表 示 画 像 を 細 か く 切 替 え て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 車 速 を 表 示 す る ス ピ ー ド メ ー タ を 画 像 表 示 す る 表 示 装 置 １ 及 び そ
の 表 示 方 法 を 一 例 と し て 説 明 し た が 、 ス ピ ー ド メ ー タ 以 外 の 車 両 Ｃ の エ ン ジ ン 回 転 数 を 表
わ す タ コ メ ー タ や 、 計 器 類 （ イ ン ジ ケ ー タ や ワ ー ニ ン グ ） 等 を 表 示 す る 表 示 装 置 に 具 体 化
し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 メ ッ セ ー ジ 画 像 Ｆ ｃ は 白 色 の 背 景 に 黒 表 示 の メ ッ セ ー ジ Ｍ ｃ を 表
示 し た も の で あ っ た が 、 メ ッ セ ー ジ Ｍ ｃ を 省 略 し て 全 面 白 色 の メ ッ セ ー ジ 画 像 で 実 施 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 温 度 セ ン サ １ ０ に て 基 板 ４ ａ の 基 板 実 温 度 Ｔ ｎ を 検 出 し て 間 接 的
に 、 カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 温 度 を 検 出 す る よ う に し た が 、 外 気
温 度 を 検 出 し て 間 接 的 に カ ラ ー 画 素 ８ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の 温 度 を 検 出 す る
よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 基 準 温 度 Ｔ Ｋ 及 び 設 定 基 板 温 度 Ｔ Ｓ も 変 更 さ れ る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 表 示 エ リ ア Ｈ に 表 示 さ れ る ス ピ ー ド メ ー タ は 、 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針
Ｍ ｂ の み を 表 示 す る も の で あ っ た が 、 図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 数 値 Ｍ ａ 及 び 指
針 Ｍ ｂ 以 外 に 、 ワ ー ニ ン グ の マ ー ク Ｍ dも 表 示 す る も の で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 ８
（ ａ ） に 示 す よ う に 表 示 エ リ ア Ｈ 中 の 各 数 値 Ｍ ａ 及 び 指 針 Ｍ ｂ に 加 え て ワ ー ニ ン グ の マ ー
ク Ｍ dが 黒 以 外 の 色 で あ る 場 合 が 黒 ベ ー ス の 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ａ で あ り 、 図 ８ （
ｂ ） に 示 す よ う に 表 示 エ リ ア Ｈ 中 の 各 数 値 Ｍ ａ 、 指 針 Ｍ ｂ 及 び ワ ー ニ ン グ の マ ー ク Ｍ ｄ 以
外 が 白 色 で あ る 場 合 が 白 ベ ー ス の 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 Ｆ ｂ で あ る 。 つ ま り 、 数 値 Ｍ ａ
、 指 針 Ｍ ｂ 及 び ワ ー ニ ン グ の マ ー ク Ｍ dを 表 示 す る カ ラ ー 画 素 ８ 以 外 の カ ラ ー 画 素 ８ の 有
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機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ を 最 大 輝 度 で 発 光 さ せ て 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ の
温 度 を 上 昇 さ せ る こ と で 、 低 温 時 に お け る 輝 度 低 下 を 抑 制 し て 視 認 性 を 向 上 さ せ る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ・ 本 発 明 は 、 フ ル に 表 示 さ せ る テ レ ビ 等 の 画 像 を 表 示 す る の で は な く 、 表 示 エ リ ア の 一
部 し か 使 わ な い よ う な 表 示 を さ せ る 表 示 装 置 に 広 く 適 用 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 表 示 エ リ ア
全 体 の う ち 、 制 限 さ れ た 面 積 し か 発 光 さ せ な い よ う に し た 計 器 用 表 示 装 置 に 広 く 適 用 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 発 光 素 子 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ を 用 い た 表 示 装 置
１ を 用 い て い る が 、 無 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た も の で あ っ て も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 白 色 の 単 色 で 固 定 し た 画 像 を 表 示 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 定
さ れ ず 、 赤 、 緑 、 又 は 青 の 単 色 で 固 定 し た 画 像 を 表 示 す る 場 合 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 子 機 器 と し て 車 両 Ｃ の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル Ｑ ｗ に つ い て 説
明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 計 器 用 表 示 装 置 に 広 く 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
【 図 １ 】 表 示 装 置 が 搭 載 さ れ た 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 、 （ ｂ ） は 第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 の 表 示 形 態
を 示 す 模 式 図 。
【 図 ３ 】 同 表 示 装 置 の 全 体 構 成 図 。
【 図 ４ 】 同 表 示 装 置 の 電 気 的 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 メ ッ セ ー ジ 画 像 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 特 性 説 明 す る 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 温 度 に 対 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 の 電 圧 ・ 駆 動 電 流 の 特 性 を 示 す 図 、 （ ｂ ） は 温 度 に 対 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 電 流 ・ 発
光 輝 度 の 特 性 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 同 表 示 装 置 の 動 作 シ ー ケ ン ス を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 別 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 第 １ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 、 （ ｂ ） は
第 ２ ス ピ ー ド メ ー タ 画 像 の 表 示 形 態 を 示 す 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 Ｃ … 車 両 、 Ｆ ａ ， Ｆ ｂ … ス ピ ー ド メ ー タ の 表 示 画 像 、 Ｌ Ｘ 1～ Ｌ Ｘ n… デ ー タ 線 、 Ｌ Ｙ 1
～ Ｌ Ｙ n… 走 査 線 、 Ｍ ｃ … メ ッ セ ー ジ シ ン ボ ル 、 Ｑ ｗ … 電 子 機 器 と し て の イ ン ス ト ル メ ン
ト パ ネ ル 、 Ｒ … 表 示 エ リ ア 、 １ … 表 示 装 置 、 ２ … 表 示 パ ネ ル と し て の デ ィ ス プ レ イ 部 、 ４
ａ … 基 板 、 ８ … 画 素 、 ９ Ｒ ， ９ Ｇ ， ９ Ｂ … 発 光 素 子 と し て の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 １ ０ … 温 度 検
出 手 段 ま た は 基 板 温 度 検 出 手 段 と し て の と し て の 温 度 セ ン サ 、 １ １ … ド ラ イ バ と し て の デ
ー タ 線 駆 動 回 路 、 １ ２ … 制 御 手 段 と し て の 制 御 部 、 １ ２ ａ … 基 板 温 度 記 憶 手 段 と し て の Ｒ
Ｏ Ｍ 、 １ ２ ｂ … 比 較 手 段 と し て の Ｃ Ｐ Ｕ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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5C380/AB34 5C380/AC13 5C380/BA42 5C380/BB21 5C380/BB23 5C380/CA01 5C380/CA11 5C380
/CB01 5C380/CB26 5C380/CF01 5C380/CF05 5C380/CF17 5C380/CF49 5C380/CF62 5C380/CF67 
5C380/DA58 5C380/FA04 5C380/HA09

代理人(译) 须泽 修

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种显示方法和显示装置的显示装置，其能够抑制由
于发光元件的低温引起的发光亮度的降低，而无需使用特殊的加热装
置。 SOLUTION：当实际基板温度由于环境温度而变得等于或低于设定
的基板温度时，将显示显示区域H，背景部分为黑色。 切换到白色显示
基座的第二基于白色速度的图像Fb。 然后，通过与第一速度计图像Fa相
比增加每个彩色像素的有机EL元件本身的发热，通过加热有机EL元件本
身，而无需单独使用特殊的加热手段， 可以预先防止由于有机EL元件的
低温引起的发光亮度的降低。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/64ee5e9d-9290-408e-abee-e2290a79c198
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037786169/publication/JP2007025321A?q=JP2007025321A

